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(1953)のいう “Inhomogenitatsfehler" の存在である. PRO])ANの仮定は，林木配置の
























































T'= f f dxdy 
T 
であるから，1の母平均111!は





f f Ldxdy f fp;，仰 dy
UT'ρ2SU t2v 




























林分境界による偏りの問題については， HUSCH (1955， 1956) と GROSENBAUGH(1955) 
とが意見を交換した.ただじ最大直径木に対する拡大円の半径だけ林分境界より内側に標


















TL Vt=ーτ~............................... ・・・・・・ 目 ・・・....................・・・・ γ ・・・・..........・・・・ ・ ・・・・ (1-6)pz 
vt:;第i直径級材積の不偏推定値
Lt 第i直径級一致高和の標本平均
i=l， 2， .・H ・. t (t :直径級の数)
ただし測定実施の際に直径級の巾をあまり狭くとることは好ましくないであろう.なお直
径級J3IJha当り材積の不偏推定値V;/haについても次式が成立する.





大のものの直径を d"， とする d"， はその林分の最大底面の直径めとは必ずしも一致しな
























伊(f)=-4乙πf'(I) ・・… ・ ・・・ ・ (1-10) 
4、rt-
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をとり R1 を抽出単位とするのが適切であろう.すると，これまでの式 (1-8)~(1-12)
における Iらはすべて Rtにおきかえられる.
林分 T内に面積 R1 のプロットが N個含まれるとすれば.
T=NR1 
と表わすことができる.したがって式 (1..12) より林分材積Vについて次式が得られる.




v= TML - p2 
したがってVの不偏推定値Vは，Lの標本平均Lから求められる.
す TL
Z 一一五一 .・ H ・H ・H ・..・ H ・H ・H ・.…..・ H ・.…..・ H ・……...・ H ・..……………(1-13)
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σ2/=='p'12ー μげ =2h1I1t-m12・・・ 6・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・'(1-18)




まず KUNZEの幹曲線式を想定すれば，式 (1-19) より












a， b， c 常数


















































である.このとき Jの原点周りの 2次のモ メー ント〆12は
μ'「 lh12Jιdl= l~ò (Jz2+hllo+hu2) ， ' J/tu. h-h
u 
_. 3¥ ， '.V / 
したがって，胸高以下を円柱とみなした場合の単一樹幹のー致高の分散σt♂は
σ1~2= よ守中+l1hò十 Ìtú2)- ml~2 . ~ 冶 (日1)
ここで
Jη'JI九o{似h一hu心)必….日lu( 、一』与立盟EιL十付hωb'lη仇いo=ヲL山(11+刊ぬ仇b









ε(%)= n 3 1. ?.. • 100云J1，、・ 100品o2叩目 . f， 3 . ¥fh ¥2 
-T11mtb-1111b2+」 E- il--F711biiIJi+1
13 
1I1 ò は l をこえることがなく，また測定の対象となる林分では 121んはふつう 10~25程度と
考えられる.しかも 1}1'0の大きい林木ほど hlh;は一般に大きいから， εが1~告をこえるこ
とはほとんどない.そこで差。u'を無視すれば，胸高以下を円柱とみなした場合でも，単
一樹幹の一致高の分散の式とレて，近似的に式 (1-20) と同形の式，すなわち







? 2} ZJ 
キ-'3-};lzm/-};m/.2
向 ! ーf< • ，，;. ¥ M，./ f ¥ ち+Mdzj(1+p，ιj・VjC"jCVj)一一三L(1+Cv/) ..・H ・-……H ・H ・..(i-23)
a 人/2] 
M1.J 第 jプロッ トにおける一致高和の母平均
h] 第jプロットにおける平均樹高
P"1・V} 第jプロットにおける hとUの相関係数













ML=£1tι t2};竺-ZEL --- - ---- -- ・・・ …(1-24) -l.ofl('L"""'7 T T 
したがってVの不偏推定値Vは
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2ft {.， _ ，-，，. ¥ 1 (. ， ~. ¥ 可制 l+p"υC"Cv)-Z 1十CV2) ……・・・・ ・ (1-26)
一方平田(1958d)は，T内での林木配置が完全に偶然的であるという同じ仮定のもとで，
Point samplingの立場からWZPにおけるカウ ント数Bの分散 V(B)と，変動係数CBの理
論式を誘導した.すなわち
~Æ_ 2 I 、
V(B)=Mnーニヲ (ーl+C♂)




















Cr.2=. 2C!，2 ( l+oh."ChC，) L ヰー:.  1  PV V  …H ・H ・. H ・-…...........…… . リ. … . …い….リ….υい….υ川…. 口….υ….υ ….日….い….υ口….い口….リべ仏(3F¥ / 
J5 
さらに経験的な数値として， C"与0.5Cd，Cυ土子2.5Cd，p".v土子0.8およびFキ0.5を採用すれば




















Fh=一手 ……......・H ・・ ・・・ ・ ・・.......…...:. .…....・H ・.(1-32)
B 
となり，一致高の測定に必ず伴なうカウント数Bの測定値から Fhは容易に推定できる.
式 (1-32)は， WZPにおけるカウ ント木の平均一致高が，林分形状高にほかならぬこと
を意味する.




































全林 ha当 全林 (ha当)
面積 T(m2) 4，641 10，000 
林木本数 Z(本) 659 1，420 698 
平均胸高直径の (cm) 21.00 29.76 
平均樹高 lI(m) 15.06 22.02 
胸高断面積合計G(m2) 24，52 52，84 52.32 
188.77 406.74 546.87 
材積 V(m3)~ Y-IY 223.77 ，482.16 648.66 
材積表ホ 195.48 421.20 533.99 
0.511 0.475 
林分形数 F{Y-IY 0.606 0.563 














h J db 
が成立つ.標本点と林木の距離を uとすれば，断面積常数4のときは
d(cm)= 4u(m) 
となるので， /1.， db， ht;> G相対一致高，川得られるのである ただし計算にはf(す)






















0-( Y-IV 0-( Y-IV 
標本点数 n 47 100 
平均一致高和 L(m) 102.48 121.29 134.85 160.00 
推定林分材積 V(m3) 190.25 225.16 539.40 640.00 
林分材積(真{直)V(m3) 188.77 223.77 546.87 648.66 
εC9~) 十0.78 十0.62 -1.37 -1.34 
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26crn~ ~24cm 38cm 40cm~ ~24cm26c3m8c~m 40cm~ 
平均一致高和 Li(riI) 15.82 76.94 42.09 18.80 91.32 49.88 
推定材穣 Vt(rn3) 63.28 307.76 168.36 75.20 365.28 199.52 
材積(真{直)Vt(rn3) 60.20 318.82 167.86 71.41 378.19 199.06 












第 l林分 第 1林分
0-1 Y-N 0-1 Y-IV 
プロット面積 RI(rn2) 314 491 
プロット総数 N(キTfRI) 15 (与14.78) 20 (キ20.37)
標本プロット数 n 7 9 
平均一致高和 L(rn) 95.81 114.09 142.12 166.68 
推定林分材積 V(rn3) 177.86 211.80 568.48 666.72 
林分材積(真値)V(m3) 188.77 223.77 546.87 648.66 
e (%) -5.78 -5目35 +3目95 +2.78 
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た.その結果，前節の標本点のうち単位プロットの測定点とみなし得るのは，第 l林分で
7，第1林分で 9となった.















PRODAN (1953) が， WZP における不均質誤差の標準誤差率を経験的に土1~8% !と
しているのと対照してみると， 表 (2-5) に示された標準誤差率はかなり大きい. しかし
表 (2-5) の σLjから
表 (2-5)不均質誤差の分散の大きさ (相対幹的線式Y-Nを適用)
7"ロツ 最大プロップロツ現実現実一期待ー不差均質標準標準カウ ソ 分誤 の林分 直径階 卜本数 ト材積 ト 数高致和致高和 1 散 誤差誤差率
ト番号
d，(cm) VAm3) Bj Lj{m) MLj(m) V(L;) σLj{m) CLj{%) 7.j 
9 26 33 7.235 15 130.2 136.28 667.9 25.84 18.96 
11 28 24 5.894 11 86.7 95.71 416.1 20.40 21.31 
13 30 21 5.880 5 48.8 83.18 445.8 21.11 25.38 
第 l 15 26 20 5.088 11 108.0 95.84 427.1 20.67 21.57 
28 32 27 12.250 19 ， 209.5 152.33 879.5 29.66 19.47 
30 34 28 12.756 14 107.0 140.50 854.3 29.23 20.80 
32 36 37 13.796 14 108.4 135.53 930.9 30.51' 22.51 
12 50 18 25.550 10 176.0 130.13 952.1 30.86 23.71 
15 54 23 34.116 12 180.7 148.96 1297.2 36.02 24.18 
18 38 23 18.126 14 160.6 159.83 1066.8 32.66 20.43 
43 44 24 28.893 16.5 194.8 190.02 1472.8 38.38 20.20 
第 1 46 48 27 34.270 12.5 179.3 189.38 1646.5 40.58 21.43 
49 50 42 26.671 12 '93.31 135.84 1217.1 34.89 25.68 
72 44 30 32.490 15 188.6 213.68 1775.0 42.13 19.72 
75 46 27 30.355 15 172.0 182.65 1674.1 40.92 22.40 












2. 1cmXlcm (現地で、は2mX2m)の格子線の交点に林木を任意記列.一一格子点 (2m
X2m)任意配列












第 H林分 プロット No.12 各配列について10回の実験
一致高和 2籍 標準誤差 標準誤差率
幹形 配列の仕方 |平均値期待値福雇面五扇面推定値理論位推定値理論値 X肘
L (m) ML(m) S/.2 l'(L) sL(m) ι(m) CL(~~) CL(%) 
任意配列 123.48 ) 1218.7 728.8 34.91 27.00 28.27 24.60 15.05 
0-1 格任意子配点列~~m x2m) ! 106.12> 109.73 727.0 26.96 25.41 8.98 
格任意子点配列(4m×4m)l | 117.071 804.6 28.37 24目23 9.94 
任意配列 141.32) 1474.1 952.1 38.39 30.86 27.17 23.71 13.93 
Y-IV 格任意子、点配列~~m x2m)! 123.94) 130.13 922.7 30.38 24.51 8.72 
格任子意点配列(4m×4m)! | 136.931 1126.4 33.56 24.51 10.65 




































<'.Tfr ， al2 '1-_'1-.，' __2_ l'V(L;) 万22.'V(L;)=す ただしト ー 「
とおいて有限補正を施せば，1/(0)の推定値 S8 2は
82 ヱ二旦&._1_SL2 + Y，乙……....・H ・..・H ・-・....….......・H ・-…(2-1)u -~ ， N 
al2の大きさを現実に推定するには経験による以外にない.ただし本節の推定には表 (2
-5)の数値を用いることにする.すなわち，第 l林分については σfキ(25)2，第1林分に







| 一 第 i林分 l … 
0-1 Y-IV 0-1 Y-lV 
標本抽出誤差分散の推定値 SL2 1564.0 2415.8 605.9 913.1 
不均質誤差分散"]2 (25)2 (35)2 
平均値誤差分散の推定値 S62 159.28 223.35 98.82 117.87 
95.%信頼下限 (m3) 130.75 156.03 489.48 580.40 
95.%信頼上限 (m3) 224.97 267.57 647.48 753.04 
















0-1 Y-lV 0-1 Y-IV 
標本抽出誤差分散の推定値 SL2 1643.4 2161.8 1333.8 1857.0 
95.%信頼下限 (m3) 168.18 199，84 510，37 605.75 
95.%信頼上限 (m3) 212.32 250.48 568.43 674目25
















0-1 Y-IV 0-1 Y-N 
カウン9卜4数)変動係数の楳本推定
値 Gn( 33.09 26.66 
近似式制 ι仲 n2) 1，460 948 
変 GL(%) 38.21 30.79 
標本推定値 GL(%) 39.56 38.34 27.08 26.93 




0-1 Y-IV 0-1 Y-N 
推定林分形状雨jFh (L / B)(m) 7目585 8.978 10.511 12.471 













































































0.1 1.84 1.73 
0.2 1.67 1.55 
0.3 1.53 1.35 
0.4 1.47 1.20 
0.5 1.41 1.06 
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相曲対線幹式 (=1耳-l/hj | 「i 一 1.5 
q 
一 一
2 3 4 5 6 7 
0.05 1.4 1.4 1.3 1.2 
0.10 1.2 l.3 0.8 
0.15 0.8 0.8 
0-1 
0.20 0.4 -0.6 
0.25 -0.5 
0.30 -2.1 
0.05 0.8 0.2 l.3 
0.10 0.3 -3.0 
Y-IV 0.15 -0.4 -3.6 
0.20 -3.3 
0.25 -11.2 





























補正法を適用した.二重抽出適用の結果は表 (3-3) の通りである .
表 (3-3)二重抽出の適用による林分材積の推定
Point samplingの場合
第 l林分 第 1林分
0-1 Y-I' 0-1 Y-I' 
大標本の大きさ 11 188 400 
小標本の大きさ n 47 100 
BとLの標本相関係数 rB.L 0，8243 0，8349 0.8272 0.8353 
MLの推定 l直L{m) 100.24 118.69 136.61 162.10 
Lの分散 V(L) 17.159 21.963 6，492 8，853 
推定林分~~積 V(m3 186，09 220.34 546.44 648.40 
95，96'信旗下限 (m3) 170.60 202.83 526.20 624.76 
95，96'信頼上限 (m3) 201.57 237.84 566，68 672.04 
誤差~ eC%) 8.32 7.95 3.70 3.65 
表 (3-3) によれば，林分材積の真値は何れも95%信頼区間内に入っている. 令
もし林分面積があまり大き くなく ，毎木調査が実施できるときは，Bの母平均il11を求
め，それから Lが得られる.そのとき V(L)の推定式はi既知の公式より近似的に
r_l_+ (Ml1-B)2 1 V(L)キσL2(1-p2n・1.)I ~+ 4~H.l JJ - LJJ ………. ， .. . ・ H ・ " ' (3-6)


































V(L)叫 (1- p2 ß • L)す+勾ι
ここで




t2CL2 J ρ2 B.L i.nみコー -{(1一向L)+-7j - ・・ (3.7)
式中のマの大きさについて検討してみる.標本点設定のための測量をも含めて，一致高
和Lの測定のために 1標本点当り必要な費用が Bのみの測定に要する費用の ν倍である
とすれば，総費用に比例する量κは





とおいて式 (3-7) を式 (3-8) に代入すれば
，， ~ ，， [ (山一1)(げB.L+今土)) 
この内は


































































































































推定林分材積 V(m3) 1118.4 1192.9 
95%信頼下限 (m3) 1039.9 1088.9 
95%信頼上限 (m3) 1196.9 1296.8 


































， 1，本研究は BITTERLICH の Winkelzahlprobe(WZP)を3次元空間に拡張し，定角測
定で一貫した林分材積推定法を確立することを目的として行なわれたものである.























































13. Point samplingの立場からの推定理論を 2林分に対して現地で適用した結果，おお
むね満足すべき数値が得られた.
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Summary 
The purpose of this investigation is to establish a new methodwhich is consistent 
with angle count sampling for th巴 estimationof stand volume. 
There are two viewpoints in the explanatiori of the horizontal angle count sampling 
(WZP). These are: 
(1) the viewpoint of point sampling 
(2) the viewpoinf of plot sampling. 
Accordinglythis investigation is based upon both. 
1. L巴tus suppose the imaginary stem whose diameters at every heightare p tiines 
larger than the original ones. Let us call it“enlarged stem". 
2. Next， let us cOIlsider a vertical line standing at one point s巴lectedat rando'm in 
the base of the enlarged stem. Then a part of the line is contained in the enlarged stem. 
The leIlgthof this part is nothing but the BITTERLICIどsDeckρunkthohe. 
3. When a sample point is selected at random in the stand area T，" SOIle 
Decktunkthohen stand togeth巴rat this point， because various enlarged stems usually 
overlap one another. Let the sum of DecJゆun!?thohenbe L. 
入
The estimate of stand volume 17， 17， ，isgiven as follows: 
ゃヱι- r 
where L is the sample mean of L. 
If we take T= 10，000mヘ
K ヱーー 10，000
ρ2ρ2 
is the well-1mown basal area factor，.and ther巴fore
17/ha=KL. 
4. H a part of the base of the enlarged stem extends outside of T，すwouldhave
a bias. In such a case it would b巴 necessaryto consider an extended area T' 'Which 
contained al bases of the enlarged stems. However， itseems that the GROSENBAUGH' s 
correction for the horizontal angle count sampling is appropriate to巴liminatethis bias 
A 




5. On the other hand， when we assume that th巴 standsurface is cover巴dwith 
circular plots having ρtimes diam巴t巴rof the largest diameter breast. high in the stand 
and that these plots do not overlap oneanother， the aoove formulas' give also fhe unbiased 
estimates respectively. 
6. When al th巴treesare scattered completely at random in each plot， th巴lnhol1/O-
genitalsfehler of the sum of DeckρunJ?lhohen for the j-th plot is shown by 
….. 
V(ん)キ÷ MLjhj(1十Ph州 C"ん)-1V1~r (l+C，/) 
ぷj
where V(Lj): variance of Inhoil1og(mitatsfehler 
MLj 巴xpectationof th巴 sumof Decl?ρuukthohen 
I1j : mean height 
Zj number of trees 
ρlリ・υcorrelationcoefficient betwe巴ntree height h and volume /! 
C"J coe任icientof variation of Iz 
C"J coefficient of variation of v. 
7. Let us suppose that al the trees ar巴 scatte~吋 completely at random over the 
stand area T， and let the plot size be T. Then th巴 Inhomogenitätsfel1~ er for the whole 
stand is approximl'telyshown by the formulain which al of subscript j of the above formula 
ar巴 omitted.
From th巴 Vl司'f'pointof point s，ampling， this， formula gives th巴 varianc巴 ofsampling
error simultaneously. 
8. The coefficient of variation of th巴 sumof Dec/?tlω'llhohen in the viewP9i~t of 
point sa~npling is approximately ~iven by 
CιL2キ十白
where C L coefficient of variation of the sum of Dech ρ仰u仰1ηIkUω1必of，尚h舵'Ieθ釘仰1η  
Cn coefficient of variation of th巴 BITTERLICH'sCountB. 
9. Th巴 estimateof stand form-height is calc111ated as follows: 
Fh= L 
B 
where B: sample mean of the BITTERLICH' s count B 
Fh : stand form-height (F: stand form-factm:). 
The validity of the above form111as was test，巴dby using the maps of two stands， in
which only the stem form of each tree was imaginary. 
The . estimated values of. V were very clos巴 tothe calculated ones， an，d the other 





附表 (1-1)スギの相対幹曲線式(大隅 1959) 
計一番号| 相対幹曲 線式
0-1 Y = 1.0295x-，0.9434x2+0.4631x3 
0-I Y = 1.1854xー 1.2315x2+O.5908x3
0-m Y = 1.3074x-1.5578x2十0.8027xS
O-lV Y = 1.2744xー 1.3988x2+O.6667x2
0-V y=1.4180x-l.7177x2+0.8438x2 
0-vl y = 1.5098x-2.0130x2十1.0586x3
y-1 y=1.3807x-1.8316x2+1.0164x3 
y-D y = 1.3470xー 1.6076x2十0.8091x3
y -ul y = 1.4564x -1.8252が+0.9158x3
Y -lV y = 1.5487x-2.0488x2+ 1.0503x3 
附表 (2-1)第l林分直倒惜別 ・樹高階別本数
h(m)¥db叫
4.5 1 1 2 
5.0 3 1 一一 4 
5.5 1 3 1 5 
6.0 2 3 2 - - 7 
6.5 2 1 2 1 6 
7.0 2 2 2 2 一一 8 
7.5 3 2 - 1 1 7 
8.0 1 l 3 ー 1 - 6 
8.5 4 3 1 一 一一 8 
9.0 3 2 一 一 一一 5 
9.5 2 3 一一 '5 
10.0 3 2 - ー 5 
10.5 2 4 3 4 2 一 一一 、ー 15 
11.0 2 5 6 6 2 一一 一一 21 
11.5 4 7 5 3 一 一 一 19 
.12.0 1 7 9 11 2 1 1 一 一 32 
12.5 1 5 2 4 1 3 ー 1 17 
13.0 3 9 9 2 - 2 - 25 
13.5 2 6 5 6 2 2 1 24 
14.0 -ー 一ー 1 4 9 11 7 3 1 - 36 
14.5 1 8 7 6 8 5 2 1 38 
1 5.0 2 6 6 - 1 2 1-- 18 
5.5 1 4 5 6 10 2 一 一 2 - 30 
16.0 3 5 8 12 6 4 一一 1 39 
16.5 1 5 5 5 7 1 3 2 ー 29 
17.0 1 - 3 8 15 11 4 - 1 43 
17.5 2 立 6 3 2 3ー 18 
18.0 1 1 4 10 7 6 1 - 1 一 一 31 
18.5 2 5 4 8 5 1 3 - 1 - 29 
19.0 2 5 9 5 9 5 - 3 - 38 
19.5 2 2 1 9 7 4 1 27 
20.0 3 1 5 10 3 2 1 - 25 
20.5 1 - 2 5 1 1 1 2 13 
21.0 1 一一 3 2 1 1 一一 8 
21.5 1 - 3 1 1 2 1 - 9 
! 22.0 1 - 2 - 1 4 
22.5 一 一 。
23.0 一一 2 2 
23.5 1 1 

























10 12 1416 18 20 22 24 26 28 30 32 34 63840 42 44 46 48 50 52 54 
- 1← 一 一 一 一一 一 一一一一 一 一 一 一 一 一← ー
1 - 1一一一 一 一 ←一 一 一 一一 一 一 一一一一 一 一
111一 一 }，- 一 ← 一 一一 一一一 一一一一 一 一 一
一一一 1一 一 一 一 一 一一 一 一一一一 一 一 ←一一一 一
一 111一一 一一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一← 一 一 一 一
1 1一一一一一 一 一一一一 一 一一 一 一 一 一 一← 一 一
1 - 1 1 - 1一 一一一一一一 一 一一一 一一一 一一一
一 1 2 1 - 1← 一 一 一 一 一 一← 一 一 一 一 一一 一
- 1 1 - 3一 一 一一 一 一 一 一 一一 一 一 一一一一 一
1-- 1一 一 一 一 一 一一 一 一 一一一 一 一 一 一
21111- 1一 一 一 一 ← 一 一 一 一 ー 一 一
一 一一 1- 1 1一一 一 一 一 一 一一 一 一 一 ←一一
一 一 2 3 1 3 1一 一 一 1一 一 ←一 一 一 一一一一
一 一 1一 一 2 1 1一一 一 一一一 一一 一 一 一→ 一一 ! 
一一-2 6 6 3 - 3一一一 一 一 一一一一一一一一
一一 一 2 2 3 3 2 1 - 1 1一一 一 一 一 一←一一 一 一
一← 1-4763-1一一一一一一一一 一一 一 一 一
2 4 5 4 6一一一 1-一 一一一一 一 一 一 一
2 3 5 3 221一 一一 一 1 ←一一一-























20.0 一 一一一 453554一一 一 一一 1一一一 一 一 I27 
20.5 一 一一 一 一 1 2 4 3 4 5- 1一 一 一一一← 一 一一一 120
21.0 一一 一 一 111 784 2 3 1 - 1一 一 一 一 一一 一 一 129 
21.5 一一一一一 234- 5 4 13311一 一 一一 一 一 一 1.27 
22.0 一 一 一一一 4 1 2 5 7 10 2 5 3 2 1一 一 一一 一 一 一 1'42 
22.5 一 一一 一 一 一 2469345611- 1←一一一一 142 
23.0 ー← 一 一 一 一 1 6 6 7. 7 10 3 4. 2 3一 一 一 一一 一 一 149 
23.5 一一 一一 一 一← 一 一 3 8 10 5 5 2 1 2 1一 一一 一 一 I37 
24.0 一一一一一一← 2- 2 5 10 2 5 4 2 3 2 1一 一 一 一 I38 
24.5 一 一一 一 一 一 一 1 1 1 5 9 4' 8 1 5 - 1 1 1 1一一 I39 
25.0 一一一一 一 一一 123266243131- 1一一 I35 
25.5 一 一一 一一一一一 一 - 1 186 2 5 1一 一一 1一 一 I25 
26.0 一一一一 一 一 一一 一 131 2 9 2 2 1 -2一 一 一 一 I23 
26.5 一一一一 一 一 一 一 一 一 1 1 1 - 5 '3 4 1 2一一一一 I18 
27.0 一一一一一一一一一一 1413533321一一一 I46 
27.5 一一 一 一一一一一一一 11-23221--2一 一 I14 
28.0 一一一一一一-一一 一 一 11- 1-2-11一一一 7
28.5 一一 一 一一一一一一 一 一 一 一 一 一 1 2 1←一一 一 1 I 5 
29.0 一 一 一一 一 一 一 一一一一一 1- 11 3-1- 2一 一 9
29.5 一 一 一一一一一一一一一ー一一一一一 一 1 1一 一 一 2
30.0 一一 一 一 一 一 一 一一一 一 一|
30.5 一一 一 一 一 一一一一一一一一 一 一一一一ー一一 一 一 o
31.0 一一 一 一一一←一一一一一一一 一 一 1一 一一 一一一 1





























































































































































































































































































































































































































































































































































1，283.0 13，485.1 15，999.8 


















































































































































































































































































































































61 3 6 113 838 
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一致高和測定値附表 (3-2)醍醐寺有林



















































37.3 7 21.1 4 11 
662.3 96 520.7 73 
60.21 8.73 47.34 6.64 均平
プロッ ト材積 ・一致高和測定値
標(穴本点) …1仇|山山g
本数 材積 (m3)¥ B L 番号
31 20 3.548 17 
32 28 3.862 16.5 
33 16 2.302 9 67.94 
34 19 1.717 10 
35 9 1.628 5.5 
36 21 3.075 15 
37 12 2.178 9 62.72 
38 10 1.589 9 
39 10 1.072 8.5 
40 18 2.777 12.5 
41 16 3.339 16 100.56 
42 12 2.885 15 
43 22 3.096 13 
44 17 2.718 15 
45 22 2.503 11 76.49 
46 15 3.188 13 
47 20 2.513‘ 12.5 
48 25 1.730 7.5 
49 15 2.247 8 47.03 
50 15 2.930 15 
51 23 3.046 13 
52 27 3.258 19.5 
668.0 989.34 
12.85 76.10 
949 154.669 
18.25 2.974 
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附表 (3-3)男鹿山国有林
98.58 
91.96 
75.10 
81.07 
59.11 
12 
9 
10 
14 
12.5 
14 
15 
15 
14 
16 
?
?
?
?
?
???
??
? ?
?
11 
10 
12 
10.5 
15 
79.11 
73.61 
12 
12 
11 
12.5 
H 
14 
17.5 
17.5 
13 
14 
4閃
76.06 
